
 

案 件：第３回お互いさまのまちづくり協議会 議事録 

 

１ 委員の交代について 

  ・事務局より説明 

 

２ 議事 

（１） 令和４年度の取り組み結果について 

 

 － 意見 － 

・委員：  社会福祉協議会の取り組み結果において、講座の参加者が少ないことが気にな

る。介護予防の担い手の高齢化の問題もあると思うが、どのように考えている

か。 

・委員：  新型コロナウイルスの影響もあると思うが、参加者が少ないことは社会福祉協

議会においても課題だと感じている。現在、少ない人数でも開催しており、イ

ンスタグラムなどの SNSでも参加を呼びかけているが、対策を練っていきた

い。 

・会長：  開催は平日又は休日のいずれか。 

・委員：  平日の日中が多い。 

・委員：  自身の居場所活動では、なるべくたくさんの人が参加できるように平日開催か

ら休日開催に変更して、認知症関連講座を開いた。その結果今まで来たことの

ない方が参加した。近い場所で講座やセミナーを行うことが大切。 

・委員：  参加者をどこかに集めるのではなく、高齢者がいるところに出向くなど、視点

を変えることが必要。なぜ人が集まらないかを考え直すこと。 

・委員：  自分の地元、自分にとって近いところで悩みが解決できると良い。 

・委員：  １回で完結の講座ではなく、何回も参加しなければいけない講座が多い。出向

くだけでも参加者は負担に感じるのではないか。  

・ア ド バ イ ザ ー：集まってくださいというのではなく、出向くことも大切。Zoom などもある。  

・会長：  アーカイブ型配信などを用いるのも 1つの案だと思う。 

・委員：  地域包括支援センターは、外に出ている人に対して支援を行う。中に閉じこも

っている人にどのように支援していくかがこれからの課題。  

・ア ド バ イ ザ ー：今まで取り組み結果については、自身で行った取り組みを自身で評価する仕組

みだった。これからは他者評価をしてもらう仕組みを取り入れた方が良いので

はないか。他者を評価することでどのような事業を行っているかが分かり、良

い効果も出てくると思う。  

・会長：  他の委員の取り組みで分かっていない部分があると思うので、他者評価は有効

だと思う。 

 

 

 

 

日 時  令和５年２月１３日（月）午前 10時 00分～午後 11時 30分 

場 所 豊橋市役所 東館１２階 東１２１会議室 

参 加 者 

委員 1４名 

アドバイザー １名 

事務局 長寿介護課 



（２） お互いさまのまちづくりアニュアルレポートについて 

 

 － 意見 － 

・委員：  今回、支え合い活動団体が 10箇所立ち上がったが、本郷お互いさまの会につ

いては相談役として会議などに出席し、密に繋がりをもっている。 アニュアル

レポートを見ると、市民館などの市の公共施設を使って活動している団体が多

いことが分かる。 

・アドバイザー：支え合い活動については、地域包括支援センターが密に関わっている団体が多

いが、生活支援コーディネーターの方が今よりもさらに支え合い活動をコーデ

ィネートしたり、深く関わったりできるような取り組みが必要だと思う。  

・会長：  現在は高齢者よりも子ども寄りの施策が注目されがちであるので、子どもと高

齢者で多世代交流を行うことが必要になってきている。  

・委員：  自治会でもまちの居場所活動にどのように関わっていけばよいか悩んでいる。  

・アドバイザー：豊橋市の自治会がどのような運営方針をとっているのか、担当課から話を聞い

てみたい。  

・事 務 局：アニュアルレポートについては、完成したら協議会委員の皆様にも報告する。 

 

（３） 令和 5年度における取り組み案について 

 

－ 意見 － 

・委員：  老人クラブ内でも、スマホ教室をやろうという案は出ている。講師を呼んで行

う予定。 

・委員：  岩田校区でも大学生に来てもらってスマホ教室を行う。 

・委員：  シルバー人材センターではどのような取り組みを行っているか。 

・委員：  シルバー人材センターでもスマホ教室を行っており、実績がある。 

・アドバイザー：豊川市ではリタイアした人をうまく活用している。豊橋でもそこに目が向けら

れると良い。学生は授業などで忙しいので、うまく回るようによく考えること。

スマホ教室をやる時は、講師 1人だと足りない。高齢者 1人に講師が 1人つ

くくらいでなければ、高齢者にとって分かりにくいと思う。令和 5年度の取り

組み案について、行方不明者捜索模擬訓練も良いと思った。令和 4年度の取り

組み結果を見ると、東部地域包括支援センターで行われている。色々な年代の

人が参加するため、多世代が交流する取り組みとしてはとても良い案だと思う。 

・委員：  南部でも以前から行われている。 

・委員：  何度か行方不明者捜索模擬訓練をやったことがある。 

・アドバイザー：自身の住む地域で防災の訓練を行ったが、近隣同士で会話も生まれ、とても良

かった。  

・事 務 局 ：開催方法などの詳細については、来年度の協議会で協議をさせていただく予定。 

 

 

2 その他 

・令和５年度 第１回協議会の日程について 

令和５年５月３０日（火）10時 00分～ 


